
佐世保市立楠栖小学校いじめ防止基本方針 

 

 目 指 す 子 ど も 像  

○考え抜く子ども ○がんばり抜く子ども ○やわらかな心の子ども ○郷土を愛する子ども 

 

 

 

PTA との連携 

○ 家庭訪問、学級懇談会、教 

育相談等の機会を利用して、 

児童のがんばりや長所、心配 

事などを把握し、学校の様子 

を保護者に連絡するなどし

て日頃から保護者との信頼

関係を築いておく。 

 

 

 

校内いじめ対策委員会 

○ いじめを把握したときの指 

 導方針や対応・対策、役割分 

 担などについて速やかに協議 

 する。構成員は、校長、教頭、 

 教務主任、生活指導主任、担 

 任、養護教諭、必要に応じて 

 スクールカウンセラー等の関 

 係者。 

 

 

外部関係機関 

○ 子ども子育て支援センター 

○ 子ども・女性・障害者支援 

   センター（児相） 

○ 青少年教育センター 

○ 主任児童委員・民生委員 

○ 警 察 

 

 

 

 

 

 ◎ いじめを生まない、生き生きとした学校づくりに向け、校内の指導体制の確立、家庭・地域社 

  会との連携強化、いじめの問題を自分たちの問題と捉えられる「子どもの自己指導能力」の育成 

  を図る。 

 ◇ 基本的認識 

 （１）「弱い者をいじめることは、人間として絶対に許されない」との強い認識を持ち、指導に当 

   たる。 

 （２）いじめられている子どもの立場に立った、親身の指導を行う。子どもが発する危険信号を鋭 

   く感知する感覚を磨く。 

 （３）いじめは家庭教育の在り方に大きな関わりを有している。愛情、精神的支え、信頼、厳しさ、 

   親子の会話、触れ合いなど。 

 （４）いじめの問題は、教師の児童観や指導の在り方が問われる問題である。道徳教育や心の教育 

   をとおして、かけがえのない生命、生きることのすばらしさや喜びを指導していく。 

 （５）いじめは一部に責任を押しつける問題ではない。学校・家庭・地域社会など全ての関係者が 

   それぞれの役割を果たし、一体となって真剣に取り組むことが必要である。 

 

１．早 期 発 見 

 ◎ 日頃から児童の見守りや交流をとおして児童との信頼関係を密にし、児童の表情・態度の変化 

  や友人関係の不自然な変化等を見逃さないようアンテナを高く保つ。あわせて児童生徒理解支援 

  システムの効果的な活用を図るとともに、定期的なアンケート調査や個人面談の実施など、児童 

  がいじめを訴えやすい体制を整え、いじめの実態把握に取り組む。 

 ◇ 問題兆候の把握 

 （１）児童へは全人格的な接し方を心がけ、深い信頼関係を築く。 

 （２）児童の生活実態のきめ細かい把握に努める。養護教諭や他の職員との連携も密にする。 

 （３）「おかしい」と感じたら、どんな些細なものも見逃さず、すみやかに事実を確認する。 

     （さえない言動、相談、連絡帳・日記帳の内容、他職員との情報交換等） 

 （４）児童や保護者からのいじめの訴えには、適切かつ迅速に対応する。 

いじめの防止 



（５）児童の仲間意識や人間関係の変化に気をつける。 

   ※ 特に種々の問題行動が認められる場合は、把握したもの以外のいじめが潜んでいる可能性 

    にも留意する。 

 （６）アンケート調査、個人面談等からいじめの情報（疑いを含む）が出てきた場合、管理職に報 

   告するとともに、速やかに全職員が情報を共有する場を設け、校内いじめ対策委員会につな 

   いでいくようにする。 

 

２．早 期 対 応 

 （１）事実関係の迅速な把握 

   〇 情報についてはいかなる場合も真摯に受け止め、関係する児童や保護者から情報収集等を 

    通じて、事実関係の把握を迅速かつ正確に行い、関係者全員でその解決に取り組む。 

   ※ いじめの兆候を発見した場合において、いじめられる児童からの訴えが弱いことを理由に 

    問題を軽視したり、いじめる側といじめられる側の主張に隔たりがあったりすることを理由 

    に、必要な対応を欠くことがないようにする。 

 

 （２）いじめを受けた児童及びその保護者への対応 

    〇 いじめを受けた児童の心理的圧迫感をしっかりと受け止めるとともに、その保護者の心情 

    を教職員は同じ立場に立って受け止める。そして、いじめの問題を自らの課題として捉え、 

    全教職員が綿密な情報交換や共通理解を図り、一致協力して事象に対応していることを保護 

    者に伝え、信頼の回復に努める。 

      ※ 当事者だけでなく、その友人関係からの情報収集等を通じた事実関係の把握を、迅速かつ 

    正確に行う。 

   ※ 保護者には、随時入手した正確な情報や指導状況を伝え、学校の対応について理解しても 

    らうとともに、学校に対しての安心感を持ってもらうよう配慮する。 

 

 （３）いじめた児童への指導及びその保護者への対応 

   〇 いじめを行った児童に対しては、心理的な孤立感・疎外感を与えることが無いように配慮 

    するなどしながら、いじめの非人間性やいじめが他者の人権を侵す行為であることに気づか 

    せ、他人の痛みを理解できるようにする指導を根気強く継続して行う。 

   ※ 保護者には、児童がいじめを行うことのないよう、規範意識等を養うための指導に務めて 

    もらうよう依頼する。（思いやりの心、善悪の判断、正義感等） 

 

 （４）市教育委員会等への報告 

   〇 いじめを把握した際には、いじめの問題解決を図るとともに、速やかに市教育委員会に報 

    告する。また、必要に応じ、教育センター、子ども・女性・障害者支援センター（児相）、 

    警察等の関係機関と連携する。 

 

３．再 発 防 止（指導後の対応） 

 （１）いじめた児童への指導が、表面的なものにならないようにする。 

 （２）いじめの背景となったものを曖昧にせず、その後の観察を欠かさない。 

 （３）「いじめ行為の解消 ＝ いじめ問題の解決」と、短絡的に判断しない。 

 （４）いじめに直接関係した児童の、その周囲で傍観していた児童の言動に気をつける。 

 （５）特に特別支援学級の児童に対する態度には留意する。 

 （６）また、児童理解支援システムにおいて引き継ぐ。 

 

 



４．年 間 計 画 

                                                      ※ 児童理解の時間（月１回） 

  ４月  学校いじめ防止基本方針の確認    

  ５月  学校いじめ対策委員会（１）   PTA 委員総会（１）   

  ６月 

 

 いのちをみつめる強調月間 アンケート調査（１）個人面談   

 学校支援会議（１）    学校評議員会（１） 

  ８月  学校いじめ対策委員会（２） 

  ９月  学校評価（１）及び分析 

 １０月  前期終了時の記録   後期に向けての計画 

 １１月  アンケート調査（２）個人面談（必要に応じて） 

 １２月  人権週間   学校評議員会（２）  学校いじめ対策委員会（３） 

  １月  学校評価（２）及び分析 

  ２月   PTA 委員総会（２）    学校評議員会（３）  学校支援会議（２） 

  ３月  年度末反省及び新年度計画 

 

５．組織的な対応のイメージ 

 

 

 

 

い じ め

の予防 

 

 

 

 

 

 〇学校経営方針への「いじめ防止」の明記 

 〇連絡体制の確立（問題発生→担任→生活指導主任→管理職→いじめ対策委員会） 

 〇人権意識と生命尊重の態度の育成（生徒指導、学級指導等） 

 〇児童の「規範意識」「思いやり」の育成、自己指導能力の育成 

 〇「いのちをみつめる強調月間」等による道徳教育の充実 

 〇「いじめ対策ハンドブック」「いじめのない学校・学級づくり実践事例集」等の 

   活用による教職員の対応力の向上（校内研修） 

 〇家庭・地域社会、関係機関との連携強化 

 

 

 いじめの情報  ← 児童、保護者、教職員、地域住民等 

     

 情  報  収  集  → 管理職への報告、全職員での情報の共有 

     

 校内いじめ対策委員会  … 指導方針、対応等の検討・確認 

   

 

いじめた児童  

 

 

 

 

 

いじめを受けた児童  

 

 

 

 

 

傍観していた児童 

 いじめは人格を傷つける行為

であることを理解させ、自らの

行為の責任を自覚させるととも

に、不満やストレスがあっても

いじめに向かわない力を育む。 

 児童にとって信頼できる

人と連携し、寄り添い支え

る体制を作る。 

 

 

 自分の問題として捉えさ

せるとともに、いじめを止め

ることができなくても、誰か

に知らせる勇気を持つよう

に伝える。 

                       

保 護 者 と の 連 携 

  つながりのある教職員を中心に、即日、関係児童（加害・被害とも）の家庭訪問等 

 を行い、事実関係を伝えるとともに、今後の学校との連携方法について話し合う。 



＜いじめ防止のための校内体制と関係機関との連携＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇家庭・地域 

  ・家庭訪問 

  ・地域行事への参加 

 〇PTA 

  ・連携と啓発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇学校 

  深い信頼が寄せられる教職員集団 
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・校内体制の充実 

・学級経営の充実 

・情報収集と共有 

・児童生徒理解支援システムの活用 

・実践的な研修の実施 

・再発防止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇関係機関 

  ・子ども子育て 

   応援センター 

  ・子ども女性障害者 

   支援センター 

  ・青少年教育 

   センター 

  ・警 察 

 

 

 スクールカウンセラー 

 心の教室相談員 

 

 

  

 

 

スクールソーシャルワーカー 
 

 〇協力・支援 

  ・主任児童委員 

  ・民生委員 

 

 

 

 

 

 

 

○電話相談等 

 県教委：いじめ相談ホットライン 

      (0957-0-78310) 24 時間 

 法務局：子どもの人権 110 番 

      (0120-007-110) 8:30~17:15 月～金曜日 

     インターネット人権相談受付窓口(子ども用) 

      WEB SOS e メール 24 時間 

 市青少年教育センター：愛のテレホン 

      (0956-22-0077) 8:30~17:15 月～金曜日 

 

 

 

  

 

 

 

 

※ 報道に対する基本姿勢 

（１）窓口を一本化し、校長が対応する。 

（２）憶測や推測で対応しない。 

（３）取材には誠意を持って対応する。 

 ○発生した事実（日時・場所も） 

 ○いじめの状況 

 ○いじめの原因(事実のみ) 

 ○いじめの関係者(学年まで) 

 ○当面の処置 

 ○今後の対応 

 ○問い合わせ先(校長氏名・電話番号) 

（４）事実を的確に要領よく説明する。  

（５）ノーコメントにも記者が納得する理由が必要。 

（６）人権やプライバシーへの配慮を忘れない。 

 

 

 情報共有 

協  力 

支  援 

 

 

 


